
(57)【要約】

【課題】　確実に都市地下施設もしくは地下鉄への流入

水や浸水を防止できることに加えて、避難する人々の素

早い避難が可能になる、洪水等の自然災害発生に効果的

に対処可能な、新しい方式の流入水防止装置を実現する

と共に、地下施設を従来とは逆に安全な都市空間に改良

可能とし、既設の地下施設への出入り口の改造工事も短

工期で経済的に実施可能とする。

【解決手段】　最上部の階段自体をおよそ９０°に起立

させて流入水防止扉に活用し、平常時はこの階段の下側

に収納される面に、高さが高くなった回転上部階段の頂

段と固定側の階段の最上段とを一段づつ連結する避難用

階段を設けた。この可動段に接する固定面との僅かな隙

間には、浸水や漏水を確実に防止できるシール材を設け

ると共に、地下施設への出入り口附近を工場で量産可能

な一体型ユニットの形態として、トラック輸送をも可能

にした。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 都 市 地 下 施 設 も し く は 地 下 鉄 へ の 出 入 り 口 と な る 道 路 に 面 す る 階 段 口 上 部 に お い て 、 数
段 前 後 の 最 上 階 段 部 自 体 が 水 密 状 態 に て ほ ぼ ９ ０ ° の 角 度 で 回 転 可 能 と す る 軸 を 最 上 段 附
近 の 両 側 面 に 備 え 、 洪 水 発 生 時 の よ う な 非 常 時 に こ の 最 上 階 段 部 を 回 転 さ せ る 非 常 用 駆 動
装 置 を 設 け た 都 市 地 下 施 設 も し く は 地 下 鉄 へ の 流 入 水 及 び 浸 水 の 防 止 装 置
【 請 求 項 ２ 】
　 洪 水 時 等 の 非 常 時 に 最 上 階 段 部 が 回 転 作 動 し た 場 合 に 、 階 段 の 踏 面 が ほ ぼ 垂 直 な 非 常 時
階 段 の ス テ ッ プ 高 さ に 相 当 し 平 常 時 の ス テ ッ プ 高 さ に な る 面 が 非 常 時 の 踏 面 と な る こ と に
加 え 、 平 常 時 は 収 納 さ れ て い る 最 上 階 段 部 の 裏 面 が 、 固 定 さ れ た 階 段 と 非 常 時 に 回 転 し て
高 さ が 高 く な っ た 最 上 階 段 部 上 端 と を 連 続 し て 連 ね る 非 常 時 階 段 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 都 市 地 下 施 設 も し く は 地 下 鉄 へ の 流 入 水 及 び 浸 水 の 防 止 装 置
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 非 常 用 駆 動 装 置 は 、 液 圧 駆 動 装 置 と 停 電 時 の エ ネ ル ギ ー 供 給 を 可 能 に す る ア キ ュ ム
レ ー タ と が 含 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 及 び 請 求 項 ２ に 記 載 の 都 市 地 下 施 設 も
し く は 地 下 鉄 へ の 流 入 水 及 び 浸 水 の 防 止 装 置
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 の 回 転 す る 最 上 階 段 部 に 接 続 す る 固 定 階 段 の 最 上 段 は 水 平 方 向 の 長 さ が 他 の 階 段 よ
り も 大 き な 寸 法 と な っ て い る こ と に 加 え 、 そ の 回 転 す る 最 上 階 段 部 に 接 す る 角 部 に は ヒ ン
ジ で 少 な く と も １ ８ ０ ° 回 転 可 能 で あ る と 共 に 、 固 定 階 段 最 上 段 の 水 平 方 向 寸 法 よ り も 若
干 大 き な 寸 法 を 有 す る 鋼 板 が 設 け ら れ 、 こ の 鋼 板 の 先 端 は 側 壁 に 固 定 さ れ る 固 定 板 と 回 転
す る 最 上 階 段 部 の 最 下 段 と に 挟 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 及 び 請 求 項 ２ に 記 載
の 都 市 地 下 施 設 も し く は 地 下 鉄 へ の 流 入 水 及 び 浸 水 の 防 止 装 置
【 請 求 項 ５ 】
　 地 下 施 設 や 地 下 鉄 へ の 出 入 り 口 の シ ャ ッ タ ー 部 か ら 前 記 の 固 定 側 階 段 の 最 上 段 ま で と 両
側 の 側 壁 及 び 回 転 す る 最 上 階 段 部 の 下 側 の 非 常 用 階 段 収 納 ス ペ ー ス も 含 め 、 工 場 で 量 産 し
た ユ ニ ッ ト と し て 設 置 現 場 に 輸 送 可 能 な 一 体 型 構 築 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 各 請 求
項 に 記 載 の 都 市 地 下 施 設 も し く は 地 下 鉄 へ の 流 入 水 及 び 浸 水 の 防 止 装 置
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 洪 水 発 生 の よ う な 災 害 発 生 時 に 、 都 市 地 下 施 設 や 地 下 鉄 へ の 流 入 水 及 び 浸 水
を 防 止 す る こ と が で き る 技 術 で あ り 、 都 市 イ ン フ ラ の 防 災 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 飲 食 店 そ の 他 の 店 鋪 を 有 す る 都 市 地 下 施 設 や 地 下 鉄 が 、 都 市 の 重 要 な イ ン フ ラ と し て 整
備 さ れ 発 達 し て き て い る が 、 残 念 な が ら 都 市 部 を 襲 う 洪 水 の よ う な 自 然 災 害 に は 十 分 な 備
え が で き て い な い 。 近 年 に な り 、 都 市 地 下 施 設 へ の 流 入 水 で 死 者 が 発 生 す る 重 大 な 事 故 が
発 生 し 、 緊 急 に 根 本 的 な 対 策 が 求 め ら れ る 社 会 情 勢 と な っ て は い る が 、 こ の よ う な 都 市 イ
ン フ ラ 整 備 の 欠 陥 が 指 摘 さ れ る よ う に な っ た の は 最 近 の 事 で あ り 、 都 市 イ ン フ ラ の 防 災 技
術 全 体 も 未 発 達 な 状 態 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 都 市 地 下 施 設 等 へ の 流 入 水 防 止 技 術 で は 、 停 電 時 を 想 定 し た 水 道 水 圧 利 用 の 昇 降
式 起 立 防 水 板 で 、 道 路 に 面 し た 地 下 施 設 へ の 出 入 り 階 段 口 を 封 止 す る 技 術 が 、 実 用 化 さ れ
て い る 。 こ の よ う な 垂 直 に 起 立 し た 防 水 板 に よ る 流 入 水 防 止 手 段 で は 、 階 段 口 を ど う し て
も 通 ら な け れ ば な ら な い 人 達 、 例 え ば 避 難 す る 必 要 の あ る 人 達 に と っ て は 大 変 不 都 合 な 防
災 技 術 で あ る 。 特 に 子 供 や 老 人 、 ス カ ー ト を 履 い た 女 性 達 に は 、 避 難 が 不 都 合 な 技 術 で あ
る 。 別 け て も 、 急 激 に 地 下 街 等 の 危 険 が 高 ま り 、 多 く の 人 々 が 緊 急 避 難 を 余 儀 な く さ れ る
場 合 の 、 有 効 な 防 災 手 段 は 実 現 困 難 で あ り 、 こ の 問 題 解 決 が 強 く 望 ま れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ０ ７ ７ 号 公 報
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【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ２ １ ９ ７ ９ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 雨 水 技 術 資 料 ， Ｖ ｏ ｌ ． ３ ７ ， ｐ ｐ ． ７ － １ ８ ， 都 市 型 地 下 水 害 の 実 態
と 対 策 ， ２ ０ ０ ０ ． ６ ． （ 末 次 ） （ 国 土 交 通 省 ）
【 非 特 許 文 献 ２ 】 土 木 技 術 資 料 ， ４ ３ － ２ ， ｐ ｐ ． ３ ０ － ３ ５ ． 階 段 を 通 じ た 地 下 空 間 へ
の 氾 濫 水 流 入 に 関 す る 実 験 　 ２ ０ ０ １ ． ２ ． （ 館 外 ） （ 国 土 交 通 省 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 第 １ の 課 題 は 、 堤 防 の 欠 壊 等 で 急 激 に 危 険 が 高 く な っ た 地 下
施 設 等 で 、 多 く の 人 達 が 容 易 に 緊 急 避 難 可 能 な 、 流 入 水 防 止 効 果 の 高 い 都 市 型 の 真 に 有 効
な 防 災 シ ス テ ム と し て の 、 流 入 水 防 止 装 置 を 実 現 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 第 ２ の 課 題 は 、 ほ ぼ 完 璧 な 流 入 水 防 止 効 果 に よ っ て 、 地 下 施
設 や 地 下 鉄 へ の 浸 水 や 漏 水 も 防 止 で き る よ う に す る 結 果 、 地 下 施 設 等 を 完 璧 に 安 全 な 空 間
に 保 て る イ ン フ ラ と し て 安 全 性 を 高 め る こ と で 、 急 激 に 地 上 で の 避 難 先 や 行 き 場 を 失 っ た
人 達 に は 、 従 来 と は 逆 に 安 全 な 地 下 施 設 避 難 空 間 を 提 供 可 能 に す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 第 ３ の 課 題 は 、 既 設 の 地 下 施 設 や 地 下 鉄 の 出 入 り 口 に 流 入 水
の 防 止 効 果 が 高 く 、 多 数 の 人 々 の 避 難 が 容 易 な 階 段 式 流 入 水 防 止 装 置 を 短 い 工 期 で 経 済 的
に 設 け て 改 造 可 能 と す る こ と で 、 社 会 的 に 有 効 な 技 術 の 普 及 を 早 め る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 で は 、 第 一 に 流 入 水 防 止 手 段 と し て 階 段 の 一 部 を そ の ま ま 活 用 す る 方 法 を 採 用 し
て い る 。 即 ち 、 階 段 の 最 上 部 の 数 段 前 後 の 適 当 な 部 分 を 、 約 ９ ０ ° 回 転 可 能 な 構 造 に す る
こ と で 、 平 常 時 は 水 平 な 踏 面 と 垂 直 に 近 い ス テ ッ プ 高 さ 面 と を 相 互 に 置 き 換 え 可 能 と し て
、 高 さ が 高 く な る 階 段 入 り 口 に 容 易 に 避 難 用 の 階 段 を 提 供 す る 。 更 に 、 高 さ が 高 く な っ た
入 り 口 階 段 の 最 上 部 と 固 定 階 段 最 上 段 と の 間 は 、 回 転 す る 最 上 階 段 部 分 の 裏 側 の 、 常 時 収
納 さ れ て い る 部 分 に 避 難 用 の 階 段 を 設 け る こ と で 、 全 部 の 階 段 が 一 段 づ つ 連 な っ た 状 態 を
作 り 出 し て い る 。 こ の た め に 、 階 段 の 両 側 面 と は シ ー ル 部 材 で 水 密 状 に 接 触 し て 最 上 階 段
附 近 の 両 端 の 軸 を 中 心 に 回 転 可 能 な 構 造 と し 、 停 電 時 に 備 え ア キ ュ ム レ ー タ 駆 動 が 可 能 な
液 圧 駆 動 装 置 で こ の 軸 を 回 転 駆 動 す る 構 造 と し て い る 。 こ の よ う な 社 会 的 に 早 く 普 及 が 望
ま れ る 防 災 技 術 を 、 短 い 工 期 で 経 済 的 に 設 置 可 能 に す る に は 、 地 下 施 設 や 地 下 鉄 へ の 出 入
り 口 附 近 を 、 シ ャ ッ タ ー や 両 側 側 面 、 回 転 式 最 上 階 段 部 分 、 こ の 最 上 階 段 部 分 の 非 常 階 段
収 納 ス ペ ー ス 、 固 定 階 段 の 内 の 最 上 階 段 ま で を 含 め た 一 体 型 の 、 工 場 で の 量 産 可 能 な ユ ニ
ッ ト と し て 構 成 し 、 ト ラ ッ ク で の 輸 送 可 能 な 形 態 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 非 常 時 の 流 入 水 を 防 ぐ 高 さ が 高 く な っ た 階 段 の 上 部 に は 、 階 段 の 踏 面
と ス テ ッ プ 高 さ の 寸 法 は 入 れ 替 わ っ て い る も の の 、 連 続 し た 一 段 づ つ の 階 段 が 途 切 れ ず に
連 な っ て い る の で 、 子 供 や 老 人 、 ス カ ー ト を 履 い た 女 性 で も 容 易 に 避 難 可 能 な 、 地 下 階 段
附 近 の 流 入 水 防 止 装 置 を 実 現 す る こ と が で き る 。 階 段 の 両 側 面 と 回 転 す る 上 部 階 段 部 分 と
の 間 の 水 密 構 造 を 完 璧 な 設 計 構 造 に す れ ば 、 僅 か な 漏 水 も ほ ぼ 完 全 に 防 止 す る こ と は 容 易
に 実 現 で き 、 そ の 結 果 、 洪 水 発 生 時 等 は 危 険 な 空 間 で あ っ た 地 下 施 設 等 を 、 従 来 と は 逆 に
避 難 空 間 と し て も 利 用 で き る 、 災 害 時 の 極 め て 安 全 な 都 市 空 間 と し て 確 保 す る こ と が 可 能
と な る 。 　 こ れ に 加 え て 本 発 明 に よ れ ば 、 階 段 自 体 が 流 入 水 の 防 水 扉 を 兼 ね て い る の で 、
路 面 附 近 に 溢 れ た 水 の 浮 力 を 利 用 し た 防 水 扉 の よ う な 、 比 較 的 大 き な 路 面 空 間 を 利 用 す る
方 式 と は 異 な り 、 無 駄 な 工 事 や 工 事 中 の 路 面 の 占 拠 と い っ た 不 都 合 を 最 低 限 度 に 抑 制 す る
こ と が で き る 。 加 え て 、 本 発 明 で は 装 置 の 全 体 を 工 場 で 量 産 可 能 な ユ ニ ッ ト の 構 造 形 態 と
し て い る の で 、 現 場 で の 工 事 は 最 低 限 度 の 不 要 な コ ン ク リ ー ト や 土 石 等 の 除 去 工 事 と 、 ユ
ニ ッ ト の 設 置 工 事 だ け で 済 む た め に 、 極 め て 短 い 工 期 で 完 成 さ せ る こ と が で き 、 コ ス ト を
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大 幅 に 抑 制 し て 、 都 市 イ ン フ ラ の 安 全 性 を 高 め る 新 技 術 普 及 を 速 め る 効 果 が 期 待 で き る 。
更 に は 、 ア キ ュ ム レ ー タ を 含 む 液 圧 駆 動 装 置 で 非 常 時 の 流 入 水 を 防 ぐ 高 さ が 高 く な る 階 段
上 部 を 回 転 駆 動 す る の で 、 作 動 液 体 の 漏 れ を 防 ぐ 液 圧 回 路 に よ っ て 容 易 に 数 十 時 間 程 度 以
上 の 長 時 間 に わ た り 、 階 段 上 部 を 強 い 力 で 避 難 可 能 な 状 態 に 保 持 し 続 け る こ と が で き る 効
果 が 期 待 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 ・ 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 と し て の 実 施 例 を 、 図 １ と 図 ２ に お い て 断 面 図 と し
て 通 常 の 平 常 状 態 と 、 非 常 時 の 流 入 水 防 止 状 態 と に 別 け て 示 し て い る 。 図 １ は 通 常 の 平 常
状 態 に あ る 本 発 明 の 流 入 水 防 止 装 置 で 、 お よ そ ９ ０ ° の 回 転 が 可 能 な 最 上 階 段 部 と 固 定 側
階 段 と の 接 続 部 以 外 は 、 従 来 の 地 下 施 設 へ の 出 入 り 口 階 段 と は 何 一 つ 違 わ な い 基 本 構 造 で
あ る 。 即 ち 、 右 端 の 歩 道 と な る 路 面 １ に 面 し て 、 一 定 高 さ を 有 す る 入 り 口 床 ２ は 、 通 常 の
階 段 と 同 様 の 形 態 で あ る 最 上 階 段 部 ４ に 連 な っ て お り 、 違 和 感 な く 階 段 を 利 用 で き る 形 態
で あ る 。 但 し 、 回 転 可 能 な 最 上 階 段 部 ４ と 固 定 側 の 階 段 の 最 上 段 １ ５ と の 接 続 部 に は 、 数
ミ リ 程 度 の 厚 さ の 鋼 板 ７ が 設 け ら れ て お り 、 踊 り 場 の よ う に 足 の 負 担 を 軽 減 で き る よ う 踏
面 の 水 平 方 向 寸 法 が 長 く な っ て い る 。 こ の 鋼 板 ７ は 、 左 端 が ヒ ン ジ ９ に よ っ て 軸 止 さ れ て
い る 一 方 で 右 端 は 最 上 階 段 部 ４ と 、 側 壁 ６ に 固 定 さ れ た 固 定 板 ８ と に 挟 ま れ て 通 常 は 動 か
な い 状 態 に 保 持 さ れ て い る 。 そ の 最 上 階 段 部 ４ に 接 す る 右 端 に は 上 向 き の リ ブ １ ０ が 形 成
さ れ て お り 、 リ ブ １ ０ は 比 較 的 薄 い 鋼 板 ７ の 補 強 効 果 を 有 し て い る 。 鋼 板 ７ に は そ の 上 に
靴 等 の 圧 力 が 懸 け ら れ た 際 の 騒 音 、 振 動 を 緩 和 す る た め 、 適 度 な ゴ ム 材 等 が 溶 着 さ れ る 。
こ の 固 定 側 階 段 の 最 上 段 １ ５ 以 降 の 下 部 の 階 段 は 従 来 通 り の 階 段 で あ り 、 地 下 施 設 ま で 続
い て い る 。 路 面 １ に 接 続 す る 出 入 り 口 の 右 端 か ら 固 定 側 の 最 上 階 段 １ ５ ま で は 、 工 場 で 量
産 可 能 な 一 体 の 出 入 り 口 ユ ニ ッ ト ２ ０ を 構 成 し て い る 。 こ の 出 入 り 口 ユ ニ ッ ト ２ ０ に は 、
歩 道 と な る 路 面 １ に 面 し て シ ャ ッ タ ー ３ が 設 け ら れ て い る 外 、 そ の 下 方 に は 非 常 時 の 避 難
階 段 を 構 成 す る 最 上 階 段 部 ４ の 下 面 階 段 １ ２ の 収 容 ス ペ ー ス １ １ を 有 し て お り 、 必 要 十 分
な 深 さ を 備 え る 。 両 側 の 側 面 ６ で 軸 止 さ れ る 回 転 軸 ５ は 、 中 心 Ｏ と 回 転 式 の 最 上 階 段 部 ４
の 重 心 Ｇ と の 間 で 作 用 す る 反 時 計 回 り 方 向 の 回 転 モ ー メ ン ト は 、 下 面 階 段 １ ２ の 先 端 部 １
３ が 収 容 ス ペ ー ス １ １ の 垂 直 面 に 圧 接 す る こ と で 支 え て い る 。 最 上 階 段 部 ４ に 加 わ る 出 入
り 口 利 用 者 の 体 重 に よ る 反 時 計 回 り モ ー メ ン ト も 、 同 様 に こ の 先 端 部 １ ３ が 支 え て い る 。
こ の 回 転 軸 ５ は 、 右 側 の 半 分 の 面 積 で 回 転 式 の 最 上 階 段 部 ４ を 支 え る の で 、 比 較 的 大 径 の
軸 寸 法 を 採 用 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 流 入 水 防 止 装 置 が そ の 機 能 を 発 揮 す る 際 の 、 洪 水 等 に よ る 自 然 災 害 か
ら 都 市 イ ン フ ラ を 守 る 非 常 時 の 場 合 の 断 面 図 で あ る 。 図 示 は 省 略 し て い る が 、 お よ そ ９ ０
° 回 転 す る 最 上 階 段 部 ４ の 回 転 軸 ５ は 、 液 圧 回 転 駆 動 装 置 と こ れ に 停 電 時 で も エ ネ ル ギ ー
供 給 が 可 能 な ア キ ュ ム レ ー タ と の 組 合 わ せ に よ り 、 時 計 回 り 方 向 に 強 力 に 回 転 駆 動 さ れ て
図 １ の 状 態 か ら 図 ２ の 状 態 に な り 、 最 上 階 段 部 ４ は 入 り 口 床 ２ よ り も お よ そ ８ ０ ｃ ｍ 程 度
高 く な る 。 路 面 １ か ら は お よ そ ９ ０ ｃ ｍ 以 上 高 く な り 、 十 分 な 流 入 水 防 止 効 果 が 期 待 で き
る 。 こ の 高 さ は 、 回 転 式 の 最 上 階 段 部 ４ の 段 数 を 増 や す こ と で 、 必 要 に 応 じ 容 易 に よ り 高
い 高 さ に 設 定 す る こ と が で き る 。 　 こ こ で 最 上 階 段 部 ４ が 回 転 軸 ５ に よ っ て 時 計 回 り 方 向
に 回 転 す る 際 に 、 水 平 で あ っ た 鋼 板 ７ は 下 面 階 段 １ ２ に よ っ て 蹴 り 上 げ ら れ 、 ヒ ン ジ ９ を
中 心 と し て 自 然 に お よ そ １ ８ ０ ° 反 時 計 回 り 方 向 に 回 転 さ せ ら れ 、 固 定 側 階 段 の 最 上 段 １
５ よ り も 僅 か に 大 き な 寸 法 を 有 す る の で 、 図 ２ に 示 し た 状 態 に 収 ま る こ と が で き る 結 果 、
鋼 板 ７ は １ ８ ０ ° 回 転 し て も 避 難 の た め の 通 行 に は 殆 ど 障 害 に は な ら な い 。 こ の 際 に 、 下
面 階 段 １ ２ は 両 側 の 側 壁 ６ の 間 隔 よ り も 一 対 の 固 定 板 ８ の 厚 さ を 減 じ た 寸 法 に 対 応 し た 横
幅 な の で 、 固 定 板 ８ と は 干 渉 せ ず に 回 転 で き る 。 一 方 で 、 僅 か な 量 の 漏 水 を 防 ぐ こ と も 本
発 明 装 置 に 課 せ ら れ た 課 題 で あ る が 、 そ の た め に 入 り 口 床 ２ の 後 端 の 最 上 階 段 部 ４ と の 接
続 部 １ ４ は 円 筒 内 面 を 形 成 す る と 共 に 、 最 上 階 段 部 ４ の こ の 曲 面 に 面 す る 面 も 同 様 な 円 筒
外 面 １ ６ を 形 成 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 こ の 両 円 筒 面 は 僅 か の 間 隔 で 接 し て
お り 、 図 示 は 省 略 す る が 一 般 的 な エ ラ ス ト マ ー や ゴ ム 材 に よ る シ ー ル 部 品 で 、 完 璧 に 漏 水
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を 防 ぐ こ と が で き る 。 下 面 階 段 １ ２ 以 外 の 最 上 階 段 部 ４ の 横 幅 は 両 側 面 ６ の 間 隔 よ り 僅 か
に 小 さ い 寸 法 で あ り 、 最 上 階 段 部 ４ と 両 側 壁 ６ と の 間 に も 漏 水 を 防 ぐ シ ー ル 部 材 を 固 定 す
る こ と で 、 確 実 に 本 発 明 の 目 的 を 達 成 す る こ と が 可 能 に な る 。 従 っ て 、 本 発 明 に よ れ ば 、
避 難 行 動 が 容 易 な 流 入 水 防 止 装 置 に よ り 、 確 実 に 僅 か の 漏 水 も 防 止 で き る と 、 洪 水 時 に は
危 険 な 空 間 で あ っ た 地 下 施 設 を 、 従 来 と は 逆 に 安 全 な 避 難 可 能 空 間 に 大 転 換 す る こ と が で
き る よ う に な る 。 但 し 、 避 難 時 に 使 用 す る 回 転 式 の 最 上 段 部 ４ の 階 段 は 、 踏 面 が 小 さ く ス
テ ッ プ 高 さ が 高 く て 通 常 の 階 段 よ り 利 用 し 難 い 形 状 で は あ る が 、 体 を 横 に し て 利 用 す れ ば
幾 分 不 便 さ が 軽 減 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 　 平 常 時 に お け る 本 発 明 の 都 市 地 下 施 設 も し く は 地 下 鉄 へ の 流 入 水 及 び 浸 水 防 止
装 置 の 縦 断 面 図
【 図 ２ 】 　 洪 水 時 の よ う な 自 然 災 害 発 生 時 に お け る 本 発 明 装 置 の 都 市 地 下 施 設 も し く は 地
下 鉄 へ の 流 入 水 及 び 浸 水 防 止 装 置 の 縦 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 １ 　 路 面
　 ２ 　 入 り 口 床
　 ３ 　 シ ャ ッ タ ー
　 ４ 　 回 転 式 の 最 上 階 段 部
　 ５ 　 側 面 に 設 け た 回 転 軸
　 ６ 　 両 側 の 側 面
　 ７ 　 鋼 板
　 ８ 　 固 定 板
　 ９ 　 鋼 板 の ヒ ン ジ
１ ０ 　 鋼 板 の リ ブ
１ １ 　 下 面 階 段 の 収 容 ス ペ ー ス
１ ２ 　 回 転 式 の 最 上 階 段 部 の 下 面 階 段
１ ３ 　 下 面 階 段 の 先 端 部
１ ４ 　 入 り 口 床 が 最 上 階 段 部 と 接 す る 円 筒 内 面
１ ５ 　 固 定 側 階 段 の 最 上 段
１ ６ 　 回 転 式 最 上 階 段 部 の 入 り 口 床 と 接 す る 円 筒 外 面
２ ０ 　 本 発 明 装 置 の 全 体 が 含 ま れ る 地 下 施 設 へ の 流 入 水 防 止 装 置 を 成 す 出 入 り 口 ユ ニ ッ ト
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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